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抄録 

今日，アメリカのトランプ大統領，フランスのマクロン大統領のイメージ戦略が話題になってい

るがこれらの戦略は今に始まったことではない．改めて考えてみるとそこには「芸術の政治化」が

あるように思われる．本研究の目的は，そのイメージ戦略の原点の一つともいえるルイ14世のイメ

ージ政策のうち彼が主催した祝祭に焦点を当て，国内外へのパフォーマンスを検証し，その位置づ

けを明らかにすることであり，本稿はその祝祭の持つ意味をまとめたものである． 

 

序論 

 フランス国王は，一国の主として国内外にその

存在を顕示するためにイメージ戦略を行ってきた．

多くの場合，勝利の覇者のイメージとして古代ロ

ーマが選ばれ，歴代の国王は古代ローマ風の鎧か

ぶとに身を包んだ姿あるいはギリシャ神話の神々

や歴史上の英雄の姿に表象され肖像画，彫刻やメ

ダルにその雄姿を残した． 

ルイ 14 世（1638－1715）はクローヴィス，シャ

ルルマーニュ，キリストになぞらえられた絵画が

残されているが，よく知られているものとして，

太陽王アポロン，ヘラクレスがある．特徴的なの

は彼のイメージ製作は，何かに「表象する」から

自らが「表象となる」ことへと変化していくこと

である．表象するとは，モデルの姿とそのイメー

ジするところすべてを借りることで，実物よりも

偉大に見せる効果がある．そしてそれが雄弁な政

治的パフォーマンスとなる．自らが「表象となる」

とは，自らが神話になるということで，自らがそ

れまで表象してきた対象の頂点に立つことを意味

している． 

ルイ 14 世はヴェルサイユ宮殿で祝祭を開催し

ているが，それは彼が「表象する」から「表象と

なる」時期と重なっている．本研究は，ルイ 14 世

のイメージ戦略におけるヴェルサイユでの祝祭の

意味を明らかにし，その位置づけを浮き彫りする

ことにあった． 

本論では，三回行われたヴェルサイユの祝祭の

性質の違いを明らかにすることで，ルイ 14 世のイ

メージ戦略変遷との関連性をまとめ，報告とした

い． 

 

１． ルイ 14 世とヴェルサイユの祝祭 

祝祭は「平和と戦争の間のつかの間の休息とな

り，国王の気晴らしであり，また，宮廷や愛する

女性へささげる楽しみ[1]」である．ルイ 14 世は，

親政を始めた 1660 年からヴェルサイユへ宮廷を

移転する 1682 年までヴェルサイユ宮殿で祝祭を

三度開催し，国内外に「これまで見たことのない

ほどの偉大な輝き[2]」を示した． 
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２． 1664 年の祝祭 

最初の祝祭「魔法の島の歓楽」Les Plaisirs de l’île 

enchantée は 1664 年 5 月 7 日から 14 日までの 1 週

間開催されたが，表向きは王太后アンヌ・ドート

リッシュと王妃マリー・テレーズに，実際は時の

愛妾ルイーズ・ド・ラ・ヴァリエール嬢に捧げら

れたものであった．余興の演出はモリエールに委

ねられ，アリオストの『狂えるオルランド』の魔

女アルシードに捕らわれたロジェのエピソードを

軸とした世界観の中に理想の宮廷を具現化し，観

客を夢の世界にいざなった． 

2 日目『エリード姫』La Princesse Elide，5 日目

『はた迷惑な人々』Les Fâcheux，6 日目『タルチ

ュフ』Le Tartuffe，7 日目『ゴリ押し結婚』Le Mariage 

forcé とすべてモリエールの作品が上演されたが，

それらの主題は，理想の貴族社会，現実の貴族社

会，教会，ブルジョワ階級の映し出したもので，

若き国王が摂政であった母后の圧力を払拭したい

という思いに溢れていた． 

 

３． 1668 年の祝祭 

すでに母后アンヌ・ドートリッシュは亡く，時

の愛妾モンテスパン公爵夫人を始め，王妃，ラ・

ヴァリエール嬢，フランソワーズ・スカロン（の

ちのマントノン侯爵夫人）が彩った「国王の大い

なる喜び」Le Grand Divertissement royal は 5 月に

フランドル戦争終結のためにスペインとの間に締

結されたエクス・ラ・シャペルの講和条約を祝う

ものであった．前回の祝祭のとき，招待客の宿泊

施設が整っていなかったことの反省から 7月 18日

一晩限りの祝祭とした．庭園内の軽食，食事，花

火，劇場，舞踏会場，照明はこの年のヴェルサイ

ユの出費の三分の一に相当する額であった．招待

客の心に鮮明に記憶された噴水と花火の演出は自

然，元素，季節，そして宇宙をも掌握した世界の

頂点に立つ国王ルイ 14 世を象徴した． 

驚嘆 merveilleux と共に語られるヴェルサイユの

祝祭の豪華さは，国王の経済力と支配力に裏打ち

された権威を表現したのである． 

 

４． 1674 年の祝祭 

1674 年 7 月 4 日から 8 月 31 日までの間に 6 日

間開催された「ヴェルサイユの愉しみ」Les 

Divertissements de Versailles はフランシュ・コンテ

の征服を祝したものであった． 

この祝祭ではリュリとキノーの作品を中心とし

た演目に，モリエールやラシーヌの作品が再演さ

れた[3]．今まで演出していたモリエールがすでに

亡く，彼を上回る人材がなかったからである．7

月 4 日，キノーとリュリの『アルセスト』 Alceste 

ou le Triomphe d'Alcide，7 月 11 日には同じくキノ

ーとリュリの『ヴェルサイユの洞窟』 La Grotte de 

Versailles， 7 月 29 日にはモリエールの『病は気か

ら』 Le Malade imaginaire，7 月 28 日にはリュリの

『アモールとバッカスの祭典』  Les Fêtes de 

l'Amour et de Bacchus，8 月 18 日にはラシーヌの『イ

フィジェニー』 Iphigénie が上演された．前回まで

との一番大きな違いは，祝祭全体を彩る幻想によ

る驚異の演出が半減し，真実らしさ vraisemblance，

礼節 bienséance に縁どられた，より古典主義演劇

世界観となり，これまでの庭園内における散歩，

観劇が室内になったことである．もはや招待客が

祝祭のいち登場人物になったかのような錯覚を起

こさせた演出ではなくなり，スペクタクルと観客

の間に一線がひかれたのである．招待客は座って

室内に設えられた演目を楽しむ．踊る王ルイ 14 世

が絶対君主制確立ともに踊らなくなり，外から統

治するようになったことを暗示していると捉える

ことができる[4]． 
 

結論 

 祝祭の性質の大きな変化はこのように第二回目

と第三回目に起きた．この間に起きた歴史的事件

は何かというと，長年続いたフランドル戦争の終

結と新たなオランダ戦争開始である．1668 年の祝

祭の 2 年後フランドル戦争が終結する．そしてそ

の年，ルイ 14 世はモリエールの『豪勢な恋人たち』

Les Amants magnifiques を最後に自らが踊ることを

やめる．同年ルイ 14 世の依頼で作られたコメデ

ィ・バレエ『町人貴族』Le Bourgeois gentilhomme

が観客としての国王へ捧げられた作品であること

を考えると，ここに大きな節目を見ることができ

る[5]． 
 そして第三回目の祝祭の 5 年後の 1679 年，ヴェ

ルサイユ宮殿の鏡の間の天井画はルイ 14 世の偉

業を描いたル・ブランの絵で飾られた．第一案で

はアポロンを主題にする予定のものが，第二案で

はヘラクレス，そして第三の最終案ではルイ 14 世

自身の武勇伝となったもので，国王自らが「表象

となる」ことを決定づけるものであった． 
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 国王がその表象を太陽神アポロンから，半神ヘ

ラクレス，そして自らが神話となっていくその間，

実はルイ 14 世はもう一人古代の英雄を表象に取

っている．アレクサンドル大王である．1665 年，

マケドニアの若き覇者を描いたラシーヌの『アレ

クサンドル大王』Alexandre le Grand が上演され，

ル・ブランは「アレクサンドルのバビロン入城あ

るいはアレクサンドルの勝利」を描いている． 
 ヘラクレスとアキレスを先祖に持つといわれて

いるが，実在の地上の覇者を表象としたことは後

のルイ 14 世のイメージにどのような影響を与え

たのであろうか．今後の課題は，このアレクサン

ドル大王に表象されたルイ 14 世を国王の偉業と

相関的に分析，考察を進めていきたいと考えてい

る．なぜならこの研究がルイ 14 世のイメージ戦略

の全貌を明らかにすることになるからである． 
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